
１．これまでの研究の経緯と今回の研究

の視点

現代は、高度情報通信ネットワーク社会の

進展により情報過多にますます拍車がかかっ

ている。そのため、氾濫する情報に翻弄され

ることなく子どもたちが生きていくには、情

報活用能力の育成を図ることが不可欠である。

では、情報活用能力を育成するために、学校

の授業でどのような指導をしていったらよい

のであろうか。

情報活用能力を育成することが情報教育の

ねらいである。しかし、このことを柱とした

カリキュラムや学習指導案を目にすることは

ほとんどない。そこで、情報活用能力の育成

に焦点を当てた情報教育のカリキュラムが必

要であると考えた。

これまでは、小学校学習指導要領を基にし

て、小学校段階における情報教育のカリキュ

ラム開発を行ってきた。小学校学習指導要領

には、各教科等の内容等に、情報活用能力の

育成に結び付く事項が示されている。これを

抽出し、整理・分類することで、どの小学校

のどの教員にも指導が可能なカリキュラムを

開発したのである。

情報活用能力の育成は、小学校段階の６年

間で完結するものではない。中学校段階以降

にも継続されるものである。そこで本研究で

は、これまでの研究を踏まえ、中学校学習指

導要領を基にして、中学校段階における情報

教育のカリキュラム開発を行っている。
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における情報教育のカリキュラム開発を行ってきた。
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図２ 教科等の関連（中学校）
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③他の教科で育成した力を
発揮して情報活用する図１ 教科等の関連（小学校）

社会・理科・技術・家庭
総合的な学習の時間③他の教科で育成した力

を発揮して情報活用する 技
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庭
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情
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ピ
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ー
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②効率的に情
報活用する
力を育成す
る

社会・理科・生活・
総合的な学習の時間

数学・音楽・美術・体育
②効率的に

情報活用
する力を
育成する

外国語

①情報活用のベースとなる力を育成する

算数・音楽・図工・体育 国 語

情報活用の実践力

①情報活用のベースとなる力を育成する 情報社会に参画する態度

社会・技術・家庭国 語

２．中学校段階で育成する情報活用能力
文部科学省の「情報教育の実践と学校の情

報化」によると、情報活用能力を構成する要

素として、

（1）情報活用の実践力

（2）情報の科学的な理解

（3）情報社会に参画する態度

の３つが挙げられている。表１に示したよう

に、中学校段階以降においては、これら３つ

の力の育成が求められている。この点が、こ

れまでの研究で対象としてきた小学校段階と

異なる点である。また、これらの力を育成す

るための場として、技術・家庭「情報とコン
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表１ 情報教育の体系化のイメージ（高等学校学習指導要領解説 情報編）

情 報 活 用 の 実 践 力 情 報 の 科 学 的 な 理 解 情報社会に参画する態度

小
学
校

総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
の
活
用

各

教

科

で

の

活

用

中
学
校

技術・家庭「情報とコンピュータ」
社

会

高
等
学
校

数学など
公

民普通教科 情 報
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ピュータ」や社会という、特定の教科や分野

が示されている点も、小学校段階と異なって

いる。

３．教科等の関連

小学校段階では情報活用の実践力を育成す

ることを中心とすることから、小学校段階の

カリキュラム開発においては、情報の理解や

表現、発信にかかわる力の育成に焦点を当て、

教科等の関連を図１のように考えた。

そして、表１と図１を踏まえ、中学校段階

における教科等の関連を考えたものが図２で

ある。

（1）情報活用の実践力

①情報活用の実践力のベースとなる力を育

成する教科

情報を活用するには、日本語を読む・書

く・聞く・話す力がベースとなる。この力

は、主に国語の学習を通して育成するもの

である。そこで、「①情報活用の実践力の

ベースとなる力を育成する教科」として、

国語を位置付けた。

②効率的に情報活用する力を育成する教科

国語の学習で育成した力で、情報を活用

することが可能である。さらに、数学の技

能、身体表現や図に表すなどの手段を用い

ることで、効率的な情報活用を図ることが

できるようになると考える。そこで、「②

効率的に情報活用する力を育成する教科」

として、数学・音楽・美術・体育を位置付

けた。

③他の教科で育成した力を発揮して情報活

用する教科等

①と②で育成した力を発揮することが、

問題解決的な学習を適切に行うことに結び

付くと考える。中学校指導要領に示された

総合的な学習の時間のねらいの中には、問

題解決に関わる事項が含まれている。また、

社会･理科･技術･家庭の目標や内容等にも、

同様の事項が含まれている。そこで、「③

他の教科で育成した力を発揮して情報活用

する教科等」として、社会・理科・技術・

家庭・総合的な学習の時間を位置付けた。

（2）情報の科学的な理解

情報を科学的に理解し、効果的にコンピュー

タを活用することは、情報活用の実践力を

発揮し、情報を活用する一連のプロセスを

支えることになる。そこで、技術・家庭

「情報とコンピュータ」をここに位置づけ

た。

（3）情報社会に参画する態度

情報社会に参画する態度は、情報活用全

体のベースになる力であると考える。そこ

で、社会・技術・家庭をここに位置づけた。

ここに示した小学校段階ならびに中学校

段階における教科等の関連は、各々の学習

指導要領に記されている文言を基にして考

えたものである。実際の学習場面を基にす

れば、いずれかの項目に該当すると考えら

れる教科等や、他の項目に該当すると考え

られる教科等もあることを補足しておく。

４．中学校学習指導要領におけるねらい

等の示し方

中学校学習指導要領においては、各教科等

のねらい等が表２に示したような学年のまと

まりで示されている。また、この表には示し

ていないが、中学校段階においては、教科に

よっては必修と選択が複雑に入り組んでいる

ことも小学校段階と異なる点である。

５．中学校段階における情報教育のカリ

キュラム開発

前述のように小学校段階では情報活用の実

践力を育成することが中心であったため、小

学校段階のカリキュラム開発においては、情

報活用の実践力に焦点を当てて、学習指導要

領の分析を行った。そして今回の中学校段階

のカリキュラム開発についても、情報活用の

実践力に焦点を当てることとした。それは、
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小学校段階と中学校段階を合わせた９年間の

カリキュラムの開発をまずは目指したからで

ある。

また今回の研究ノートでは、学習指導要領

において小学校第１学年から中学校第３学年

までの国語に示された事項を抽出し、分類・

整理した。それが表３である。この表に示し

たものは、図２の「①情報活用の実践力のベー

スとなる力を育成する教科」に該当する事項

のうち、視覚で認識することのできる情報

「言語（V）」である。

６．情報教育カリキュラムの完成に向けて

本稿執筆時点では、国語の事項の分類・整

理が終わった段階である。今後は次の点を明

らかにしていき、カリキュラムの完成を目指

していく。

①複雑に入り組んでいる必修と選択をどの

ようにカリキュラムに位置付けるか。

②外国語をどの項目に位置付けるか。

③「情報の科学的な理解」と「情報社会に

参画する態度」にかかわる事項を、どの

ような形でカリキュラムに位置付けるか。
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表２ 各教科等における目標等の示し方（中学校学習指導要領）

国語
社会

数学
理科

音楽 美術
保健体育 技術・家庭

外国語 総合
地理 歴史 公民 第１

分野
第２
分野

保健
分野

体育
分野

技術
分野

家庭
分野

１
学
年

◯

◯ ◯ ◯

◯

◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯
２
学
年

◯

◯

◯

◯ ◯

◯
３
学
年

◯ ◯ ◯
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表３ 情報教育カリキュラム

国語【言語（V）】

集める① 集める② 整える① 整える② 表す① 表す②

中
２
・
３

○広い範囲から課
題を見付け，必
要な材料を集め
る 【Ｂ－ア】

○必要な情報を集
める【Ｃ－オ】

◎読む
◇表現の仕方や文
章の特徴に注意
して【Ｃ－ウ】

○書き手の論理の
展開の仕方を的
確にとらえる

【Ｃ－イ】
○互いに読み合う

【Ｂ－カ】
・書いた文章

【Ｂ－カ】

◎考える ・人間，
社会，自然など
について

【Ｃ－エ】
○自分の意見をも
つ 【Ｃ－エ】

○書いた文章を読
み返す

【Ｂ－オ】

○明確にする・自
分の立場及び伝
えたい事実や事
柄 【Ｂ－イ】

○文章の形態に応
じて適切な構成
を工夫する

【Ｂ－ウ】
○文や文章を整え
る 【Ｂ－オ】

○論理の展開の仕
方や材料の活用
の仕方などにつ
いて自分の表現
に役立てる

【Ｂ－カ】

◎書く
◇自分の意見が相
手に効果的に伝
わるように，根
拠を明らかにし，
論理の展開を工
夫して

【Ｂ－エ】

中
１

○身近な生活や学
習の中から課題
を見付け，材料
を集める

【Ｂ－ア】
○自分の考えや気
持ちを的確に表
すために適切な
材料を選ぶ

【Ｂ－ウ】
○様々な種類の文
章から必要な情
報を集める

【Ｃ－カ】

○互いに読み合う
【Ｂ－オ】
・書いた文章

【Ｂ－オ】
○文章の展開に即
してとらえる

【Ｃ－イ】
○読み分ける

【Ｃ－ウ】
・文章の中心の
部分と付加的な
部分，事実と意
見など

【Ｃ－ウ】
○正確にとらえる

【Ｃ－ウ】
・文章の構成や
展開【Ｃ－ウ】

○まとめる
【Ｂ－ア】

・自分の考え
【Ｂ－ア】

○自分の表現の参
考にする

【Ｂ－オ】
・題材のとらえ
方や材料の集め
方などについて

【Ｂ－オ】
○目的や必要に応
じて要約する

【Ｃ－イ】
○主題を考えたり
要旨をとらえた
りする

【Ｃ－エ】
◇文章の展開を確
かめながら

【Ｃ－エ】
○理解する

【Ｃ－オ】
・文章に表れて
いるものの見方
や考え方

【Ｃ－オ】

○明確にする
【Ｂ－イ】

・伝えたい事実
や事柄，課題及
び自分の考えや
気持ち

【Ｂ－イ】

○書いた文章を読
み返す

【Ｂ－エ】
○表記や語句の用
法，叙述の仕方
などを確かめる

【Ｂ－エ】
○読みやすく分か
りやすい文章に
する【Ｂ－エ】
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小
５
・
６

◎必要な図書資料
を選ぶ
【Ｃ－（1）ア】

◎読む ◎読む
○事象と感想，意
見の関係を押さ
える
【Ｃ－（1）エ】

○自分の考えを明
確にする
【Ｃ－（1）エ】

○文章の内容を的
確に押さえなが
ら要旨をとらえ
る
【Ｃ－（1）イ】

○優れた叙述を味
わう
【Ｃ－（1）ウ】

◇必要な情報を得
るために，効果
的な読み方を工
夫する【Ｃ－（1）
オ】

◎全体を見通して，
書く必要のある
事柄を整理する
【Ｂ－（1）イ】

◇目的や意図に応
じ
【Ｂ－（1）ア】

◎事象と感想，意
見などとを区別
する
【Ｂ－（1）エ】

◎話の組立てを工
夫する
【Ａ－（1）ア】

◎文章全体の組立
ての効果を考え
る
【Ｂ－（1）ウ】

◎（文章に）書く
【Ｂ－（1）ア】

◇目的や意図に応
じて簡単に書い
たり詳しく書い
たりする
【Ｂ－（1）エ】

◎表現の効果など
について確かめ
たり工夫したり
する
【Ｂ－（1）オ】

小
３
・
４

◎（伝えたい事を）
選ぶ（選択する）
【Ａ－（1）ア】
【Ｂ－（1）イ】

◎書く必要のある
事柄を収集する
【Ｂ－（1）イ】

◎読む◇目的に応
じて
【Ｃ－（1）イ】

◎読む
◇必要なところは
細かい点に注意
したりしながら
【Ｃ－（1）オ】

○段落相互の関係
を考える
【Ｃ－（1）イ】

○場面の移り変わ
りや情景を，叙
述を基に想像す
る
【Ｃ－（1）ウ】

◎文章のよいとこ
ろを見付ける
【Ｂ－（1）エ】

◎互いの考えの相
違点や共通点を
考える
【Ａ－（1）ウ】

◎まとめる・内容
【Ｃ－（1）オ】

・自分の考え
【Ｃ－（1）エ】

・自分の感想
【Ａ－（1）イ】

○一人一人の感じ
方について違い
のあることに気
付く
【Ｃ－（1）エ】

◎書こうとする事
の中心を明確に
する
【Ｂ－（1）エ】

◎段落相互の関係
などを工夫する

（考える，注意
する）

【Ｂ－（1）ウ，エ】
◇自分の考えが分
かるように
【Ａ－（1）ア】

◇自分の考えが明
確になるように
【Ｂ－（1）エ】

◇相手や目的に応
じ
【Ｂ－（1）ア】

◎（文章を）書く
【Ｂ－（1）ア，エ】
◎間違いなどを正
す
【Ｂ－（1）オ】

小
１
・
２

◎知らせたい事を
選ぶ
【Ａ－（1）ア】

◎書こうとする題
材に必要な事柄
を集める
【Ｂ－（1）イ】

◎読む ○時間的な順序，
事柄の順序など
を考える
【Ｃ－（1）イ】

○場面の様子など
について，想像
を広げる
【Ｃ－（1）ウ】

◎事柄の順序を考
える
【Ａ－（1）ア】
【Ｂ－（1）エ】

◎自分の考えが明
確になるように，
簡単な組立てを
考える
【Ｂ－（1）ウ】

◇話題に沿って
【Ａ－（1）ウ】

◎書く
◇語（と語）や文
（と文）の続き
方に注意する
【Ｂ－（1）エ】

◇相手や目的を考
える
【Ｂ－（1）ア】

◇文章を読み返す
【Ｂ－（1）オ】
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